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本文化として「舞踏」
が受け入れられてい
るんですよ。ただ、
舞踏がどういう芸能
であるかは、他 の
ジャンルほど明確な
流れがあって残って
いるわけではない。
舞踏というジャンル
は、生まれて瞬時に
広がって、今は二代

目、三代目の世代が活躍しているなかで、最初期のつくっ
た人たちが亡くなっていっている段階です。要するにとても
新しいものです。その分だけ非常に漠として、捉えようがな
いんですけれども。
小林　死と生を平等に操れるのものは、舞踏だけだと思っ
ています。まあ、能も生死を扱う芸能ですが、「暗黒舞踏」
ほど死を取り扱う技術がうまい芸能は、僕は知りません。萌
さんの師匠の土方さんは、晩年は歌舞伎にもご関心をもっ
ていらしたとかね。今もご健在でしたら、三島由紀夫と同じ
くらいの世代だから、古典芸能に舞踏として切り込んでい
たかもしれないですよね。そういう舞踏の古典とのやり取り
が実現できないかなという願望がありました。おそらく、暗
黒舞踏と古典が「ハムレット」っていうスパイスで結びつくこ
とって、ないでしょ？
山本　ありえないと思う（笑）。僕の先生が、「かぐや姫」って
いうのは舞踏でやったけどね。古典芸能でも西洋戯曲をす
ることはありますか？
若柳　ありますね。ここ数年では、舞踊で「走れメロス」という
作品でメロス役をしました。上半身はほぼ裸の状態で、台詞は
なかったのですが、走っているところを踊りにしたりしました。
山本　音はどうやったの？
若柳　メロスのときは完全に古典の音はなかったです。作
曲家に曲をつくっていただきましたね。他の作品では、マ
リンバの音で舞ったこともあります。マリンバだけど、音は
やっぱりあわせますね。強い音にあてていきます。
山本　無音で踊ることもありますか？

若柳　ありましたね。舞踊に「保
やす

名
な

」という曲がありまして、
音というよりは感情から入って踊っていく感じなので、音は
きちっとしていなくても大丈夫です。
山本　舞踏は音にあわせて踊るっていうことはほぼ無いん
です。刻むということがない。それと相手がどういうふうに
身体を動かすのか、どういう想像力をつくっていくのかが
非常に大事になってつくっているものですから。吉蔵さんが
舞踊家として時間をかけてつくってこられている身体をどう
生かすのか、演出としてそこが重要な点だと考えています。
例えるなら、この舞台で、絞られた雑巾をどう表現します
か？みたいなことです。
若柳　絞られた雑巾？
小林　日本舞踊のなかでここ50年無かった課題ですね（笑）。
山本　僕たちは、きれいな中にある美ではなく、見捨てら
れているような醜悪の部分、汚れているものに美を見出そ
うというところがあります。人間の内部の苦しみみたいなと
ころに美を見い出す。それと、二十歳位になってから習い
に来る人が多いことに驚いています。要するに思春期で悩
み出して、舞踏と出会う。看護婦さんとかね。日常的に死と
接している人たちが、自分の生き方を考えたときになにかし
ら迷って、舞踏の世界に興味をもって入ってくる。スポーツ
選手のように競争してきたというよりも、生きて悩んでその
ときに初めて身体を使ってどうにかしようっていうような出
会い。だから舞踏は年がいくつになってもいつでも始めら
れるっていうような言い方をするんです。
小林　ある意味、悩みの末に舞踏にぶつかる、「ハムレッ

ト」ですね。
若 柳 　オフィーリ
アの視点から「ハム
レット」を解釈され
た の はどうしてで
しょうか？
小林　僕は、ハム
レットはオフィーリ
アっていう女性、恋
人との関係が一番
大事だと思います。

それは、大正時代
から活躍した歌舞
伎役者、六代目尾
上菊五郎が「保名」
を演じているとき
に、「ハムレット」の
つもりで演じている
と言ってい て。実
はオフィーリアとハ
ムレットは一体化し
ているんです。「保
名」って男であって女であるという両義性があってやるも
んだから、舞踊の世界だとそういう一体化した表現がで
きる。もちろん、能も面を変えればできますが。日舞の場
合は身体の動きでできちゃう。ハムレットは、父からの復
讐の誓いが入ってきたり、母やもちろんオフィーリアとの
関係があって、いろんな人格が自分の中に入ってくるわ
けで。で、悩んでしまうわけですよね。生きるべきか死ぬ
べきかではなくて、「to be」というのは、ハムレットはもう
死ぬつもりでいるんですよ。だから逆なんです。死ぬべき
か、生きるべきか、それが問題だって解釈したほうがおも
しろいと僕は思ったんですよね。吉蔵さんはオフィーリア
がとり憑いたハムレットとかね。そういうイメージでやって
もらえたら嬉しいです。
若柳　これから僕は悩み続けるわけですね。
小林　まずは雑巾からですね。
山本　違う世界をのぞくという感覚で、よろしくお願いし
ます。

今回の創生劇場「Ophelia Glass－暗黒ハムレット－」で
は、土方巽に師事した山本萌（金沢舞踏館主宰）を演出

に、伝統芸能に精通している小林昌廣（IAMAS教授）を脚色に
招き、オフィーリアの視点から「ハムレット」の物語を紡ぎます。

出演は、日本舞踊、能、狂言、浪曲、華道、ダンス、舞踏
と幅広い分野の演者たち。約1ヶ月間のクリエイーションを
経て、現代・古典のさまざまな身体がぶつかり合うなかで新
たな表現を模索し、一つの舞台を創作します。

ハムレット役の若柳吉蔵さんと初顔合わせをした際の、
対話の一部を掲載します。

山本　小林さんから連絡がきたとき、驚きました。古典でし
かも「ハムレット」？って。
小林　僕はずっと、シェークスピアをしたいと思っていたん
です。「ハムレット」は、1601年に初演、江戸時代の始まり
で歌舞伎が隆盛し始める頃の演劇作品です。日本でもかな
り早いときに新劇で上演されました。文楽でも戦後すぐに上演
しておりまして、「ハムレット」っていう首

かしら

があるくらいです。「ハ
ムレット」をモチーフにした作品は、今でも世界中でつくら
れ続けています。それは、「ハムレット」という演劇が普遍的
であること、時間が400年以上経っても滅びていないから
ですよね。それをなにかで表現したい。ただ「ハムレット」は
完全な台詞劇ですから、台詞を使わなくても成立する可能
性を考えたときに、僕は舞踏しかないなと思ったんです。
山本　「暗黒舞踏」は、僕たちの先生である土方巽が、古典
とは逆にモダンダンスから日本人のオリジナルの踊りをつく
ろうということでやりだしたものです。だから伝統的な要素
も吸収しながら、でも洋風な味付けもいっぱい入ってきてい
るんです。海外では、能、歌舞伎などに続いて、現代の日

五感で感じる和の文化事業は、国内の貴重な伝統芸能・
文化を発信し、将来に継承する拠点施設となる「国立京
都伝統芸能文化センター（仮）」の誘致を目指しています。

「創生劇場」は、このモデル事業となるものとして既存の
分野や流派を越えた若手伝統芸能家を中心に、伝統の
中に新しい魅力を生み出すべく、独創かつ意欲的な舞台
を創造しています。

五感で感じる和の文化事業

創生劇場

Ophelia Glass ─暗黒ハムレット─

artwork：AJIRO Kosuke

ハムレット
若柳吉蔵

（日本舞踊家 若柳流家元）

先王／クローディアス
豊嶋晃嗣

（能楽金剛流シテ方）

ガートルート
善竹忠亮

（能楽大蔵流狂言方）

撮影：久保田康夫
（STUDIO BOW）

フォーティンブラス
笹岡隆甫

（華道「未生流笹岡」家元）

レイアーティーズ
山本瑠衣

（金沢舞踏館）

蠢くものたち
MuDA

（QUICK、内田和成、三重野
龍、CHIBIGUTS、田崎洋輔、
福島駿）

語り
春野恵子

（浪曲師）

演奏
河村大

（石井流大鼓方）

演奏
新内枝幸太夫

（新内流し）

演出
山本萌

（金沢舞踏館主宰）

脚色
小林昌廣

（IAMAS教授）

演出助手
白榊ケイ

（金沢舞踏館）

創生劇場 『Ophelia Glass-暗黒ハムレット-』 CAST

五感で感じる和の文化事業
創生劇場『Ophelia Glass－暗黒ハムレット』
日時： 3月7日（土）開場15:30 開演16:00 ※受付15:00
会場： 先斗町歌舞練場（中京区）

料金： 前売2,500円／学生・25歳以下1,500円
※イベント情報（P2）もご覧ください
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2015年度 市民寄席 年間席札発売
公演日：5月15日（金）、7月7日（火）、9月8

日(火)、11月4日（水）、2016年1月
24日（日）

会場：講堂 ※2016年1月24日（日）はロームシア
ター京都にて

料金：6,000円（全5回分）　
※お一人様2枚まで。完売次第終了

京都芸術センターにて、3月1日（日）10:00よ
り発売
年間を通して前売券をご購入いただくよりも
安くなります

五感で感じる和の文化事業 創生劇場
『Ophelia Glass－暗黒ハムレット』
日時：	3月7日（土）開場15:30 開演16:00 
		  ※受付15:00
会場：	先斗町歌舞練場（中京区）

出演：	若柳吉蔵、豊嶋晃嗣、善竹忠亮、
春野恵子、笹岡隆甫、MuDA、金沢
舞踏館、河村大、新内枝幸太夫

料金：	前売2,500円／学生・25歳以下
1,500円

チケット取扱：京都芸術センター、チケッ
トぴあ（Pコード：441-563）

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

藝文京展
「暮らしと装飾」をテーマとして工芸分野の作品を
募集し、全国から多彩な作品が寄せられました。
そのなかから入選した作品39点を展示します。 
会期：	1月10日（土）－2月1日（日）10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

伝統

素謡の会「世謡の春」 第4回《当麻》
日時：	2月5日（木）受付開始18:00 開演19:00
会場：	大広間
出演：	河村晴道、味方健、吉浪壽晃、田茂井廣道 ほか
料金：	前売1,500円／当日1,800円

月イチ☆古典芸能シリーズ
第20回 「古典と舞踏の身体論」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企画。

『Ophelia Glass－暗黒ハムレット』の稽古の様
子を公開。また、古典と舞踏の身体についてお
話します。
日時：	2月28日（土）16:00－17:30
会場：	フリースペース
講師：	山本萌（金沢舞踏館）、小林昌廣（情報科学芸術

大学院大学教授）、若柳吉蔵（日本舞踊家）ほか
料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）
※Topic01（P1）もご覧ください

音楽

明倫レコード倶楽部 【其ノ54】
「昭和初期のポップス・ラテンアメリカンリズム」
日時：	2月1日（日）14:00－16:00
会場：	講堂
講師：	亀村正章
曲目：「南京豆売り」「シボネー」ほか
料金：	500円（ドリンク付）

定員：	100名（要事前申込／先着順）
※Topic03（P4）もご覧ください

明倫茶会

様 な々分野で活躍している方 が々席主となって、開
催するお茶会です。席主によって趣向が異なるの
で、毎回新たな楽しみを見出せるのが魅力です。

いっぷくによる明倫茶会
今年で10周年を迎える京都芸術センターのボラ
ンティア・スタッフと友の会の有志による茶の湯
体験サロン「いっぷく」が、「茶の湯のいろは」を
テーマに茶会を催します。
日時：	3月28日（土）
	 11:00／13:00／14:00／15:00
会場：	和室「明倫」、大広間
席主：	茶の湯体験サロン「いっぷく」
内容：	抹茶
定員：	各席20名
料金：	1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名･

電話番号･希望時間、同席希望の方がい
る場合は氏名を明記の上、3月6日（金）ま
でに申込〔必着〕。ウェブサイトからも申込
可。応募者多数の場合は抽選。

ダンス

KACアーティスト・イン・レジデンス・プログラム
インバル・オシュマンによるダンスワークショップ
イスラエルで近年、注目を浴びる若手振付家・
ダンサーのインバル・オシュマンが、ビギナーと
ダンサーを対象としたワークショップを開催。
日時：	2月17日（火）、18日（水）19:00－21:00
会場：	フリースペース 
講師：	インバル・オシュマン
料金：	無料
定員：	20名
対象：［17日］ビギナークラス（ダンス初心者・未経験者）

［18日］ダンサークラス（ダンサーとして活動している方）

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

Dance Scape(Dance & Environment)
「『所作』日本舞踊ワークショップ」
骨と筋肉の動き、身体の感覚の使い方から、日
本舞踊の基礎的な所作を体験。日常の所作か
ら舞台上の舞踊まで、着物を美しくみせるコツ
に着目します。
日時：	2月1日（日）13:30－15:30
会場：	制作室5
定員：	8名
※持物：浴衣又は着物と足袋（なければ腰に巻ける布と靴下）
※13:30には着替え終えて始められるようにお願いします。

MONO 「"MONO"のつくり方」
MONO第42回公演『ぶた草の庭』のテキストを
使った、土田英生の演技ワークショップ。
日時：	2月7日（土）16:00－18:30
会場：	制作室2・制作室8
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

シアターリミテ「はじめての演劇体験」
演劇が初めての人に向けて、発声や台詞の体
験、ドラマ作りをダイジェストで体験します。
日時：	2月8日（日）10:30－13:00
会場：	制作室8
定員：	10名

はなもとゆか×マツキモエ
「はなもとゆか×マツキモエのふりふりダンス」
骨と筋肉の動き、身体の感覚の使い方から、日
本舞踊の基礎的な所作を体験してもらいます。
日常の所作から舞台上の舞踊まで、着物を美し
くみせるコツがあります。
日時：	2月10日（火）18:30－20:00
会場：	制作室8
定員：	10名
※動きやすい服装で、床に敷くもの（バスタオルなど）を

持参してご参加ください

てんこもり堂「シェイクスピアを旅する」
「シェイクスピア」作品を旅するように楽しむワー
クショップ。2010年より開始し、今回は前回に引
き続き歴史劇『ヘンリー五世』がテーマです。セリ
フを声に出して読むことで、その面白さを知りな
がら、心と身体をリフレッシュしてみませんか？
日時：	2月15日（日）14:00－18:00
会場：	制作室5
定員：	8名
※動きやすい服装でお越しください

ニットキャップシアター
「口承芸能としての『古事記』にアプローチ
するワークショップ」
参加者と一緒に『口語訳 古事記』の一節を語り
ます。さらにそこに音楽や動きなどをまじえてゆ
く内容です。『古事記』に興味のある方はもちろ
ん、演劇、音楽、ダンスに興味のある方にもぜ
ひご参加ください。
日時：	2月21日（土）14:00－17:00
会場：	制作室6
定員：	20名（見学のみも可）

Monochrome Circus
「ボールジャグリング入門」
このワークショップでは、ジャグリング用のボール
を使い、身体に新たな体験をさせることを目指しま
す。ひとつのボールがあるだけで、実に様 な々身
体の部分を刺激し、楽しませることができます。
日時：	2月24日（火）19:00－20:30
会場：	制作室12
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

発表支援事業（共催事業）

常磐津節保存会講習会
日時：	2月2日（月）開演14:30
会場：	講堂
講師：	常磐津文字太夫、竹内道敬
出演：	常磐津美佐季、常磐津都代太夫、
	 常磐津若音太夫、常磐津都㐂蔵、
	 常磐津都史、常磐津三之祐
料金：	無料
主催・問合せ：常磐津節保存会
　TEL：090-7095-0438（常磐津都㐂蔵）

カタルーニャ＝日本／映像と音楽の饗宴
日本とスペイン、それぞれ4名の音楽家と映像作
家による、映像と音楽のコラボレーション。映画
上映会とライブ・パフォーマンスを行う。

1. 『Los Pasos Dobles』映画上映会
日時：	2月6日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演（アフタートーク）：イサキ・ラクエスタ（映画監督）、
　ジェラルド・ジル（映画音楽、音楽家）

料金：	1,000円（前売・当日共）

	 2月6日、7日セット券3,000円

2. 映像＝音楽／ライヴパフォーマンス・カレイドスコープ 
日時：	2月7日（土）開場14:30 開演15:00
会場：	講堂
出演：	ダニ・エスパサ（ピアノ）

料金：前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：Company Bene
   E-mail：companybene@gmail.com

映像芸術祭“MOVING 2015”
京都市内9会場で開催される映像芸術祭。

1. [MOVING Exhibition 1-5] 映像の展覧会
会期：	2月6日（金）－22日（日）10:00－20:00
		  ※会期中無休
		  ※野外展示のみ平日16:00-20:00
会場：	ギャラリー北・南、ミーティングルーム2ほか
料金：	500円（高校生以下無料）

出展作家：水野勝規、浦崎力、八木良太、
毛原大樹、坂西未郁

2. [MOVING Theatre2] メトロポリス伴奏付上映会
日時：2月20日（金）開場19:00 開演19:30
	 21日（土）開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
演奏：	生駒祐子＋阿部海太郎＋清水恒輔

3. [MOVING Live2] MOVING×Digital Choc
日時：	2月22日（日）開場18:00 開演18:30
会場：	講堂
出演：	青葉市子+足田メロウ、林勇気+米子匡司

（SJQ）、Yro

料金（2・3とも）：一般前売2,500円／当日3,000円
学生前売2,000円／当日2,500円

主催・問合せ：MOVING実行委員会
　E-mail：info@moving-kyoto.jp

紬の会
さまざまな分野の方を迎えて、お話するプログラム。
日時：	2月7日（土）16:00－18:00
会場：	和室「明倫」
ゲスト：山本太郎（ニッポン画作家）

進行：片山伸吾（観世流能楽師）

料金：	1,500円（要事前申込／先着順）

主催・問合せ：花習塾
　FAX：075-494-6665
　E-mail：tsumugi@kashu-juku.com

立川志らく独演会
日時：	2月8日（日）開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
出演：	立川志らく
料金：	前売3,300円／当日3,800円
※13:30よりチケット記載の整理番号順に入場
チケット取扱：チケットぴあ（Pコード：440-010）

主催・問合せ：志らくの会京都事務局
　TEL：090-9863-9455（岡田）

080-1454-3345（中村）

木ノ下歌舞伎『黒塚』京都公演
東北地方に伝わる鬼女伝説に想を得た近代歌
舞伎舞踊劇の金字塔を、新たな視線で描き出
すスペクタクル舞踊劇！
日時：2月11日（水・祝）19:00★

	 12日（木）19:00
	 13日（金）19:00
	 14日（土）14:00
	 15日（日）14:00
		  ★アフタートークを開催
会場：	講堂
出演：	大柿友哉、北尾亘、武谷公雄、
	 夏目慎也、福原冠
料金：	一般3,000円／U-25 2,500円

高校生以下1,000円（前売・当日共／入場整
理番号付き／自由席）

主催・問合せ：木ノ下歌舞伎
　TEL：050-3636-3734
　E-mail：info@kinoshita-kabuki.org

鈴木陽子ドキュメンタリー・フィルム上映会
「音と染み：現在形の音楽」
昨年の演奏会を撮影したドキュメンタリー映像

「鈴木陽子作品展」を含む、作曲家・鈴木陽子の
これまでの映奏会の上映会。
日時：2月15日（日）上映12:00／15:00／18:00
会場：和室「明倫」
出演：多久潤一朗（フルート）、
	 辺見康孝（ヴァイオリン）、松村多嘉代（ハープ）

料金：	無料（事前申込不要）

主催・問合せ：OFFICEアメリカンブルー
　TEL：075-724-6820 
　E-mail：amblue907@gmail.com

世界のインディペンデント・アニメーション
2015 in 京都
平成25年度海外メディア芸術クリエイター招へ
い事業で招へいされた3名のアニメーション・
アーティストの作品と活動を紹介します。
※逐次通訳あり
日時：	2月21日（土）16:30－19:00
会場：	講堂
料金：	無料　
申込：	2月19日（木）までに希望者の名前、電話番

号をrsv@japic.jp宛にメールにて申込
		  ※空きがあれば当日入場も可
主催：文化庁

問合せ：一般社団法人ジャパン・イメージ・カウ
ンシル

　TEL：03-6670-5676  

京都こども能楽囃子教室
日時：	2月21日（土）17:30－18:50（笛・小鼓教室）

18:50－20:10（大鼓・太鼓教室）

会場：	和室「明倫」、大広間
対象：	小学1年生～中学3年生
料金：	1,000円 （開催日の3日前までに申込）

主催：	一般社団法人京都能楽囃子方同明会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

ペトロフ・ピアノコンサート 
～ペトロフ・ピアノを弾いてみよう！～
元明倫小学校で使われていたペトロフ社のピア
ノを、希望者が演奏できるコンサート。
日時：	2月28日（土）15:00－17:30 ※開場14:30

会場：	講堂
料金：	無料（演奏参加・鑑賞参加共）

申込方法：
［演奏参加］氏名・電話番号・演奏予定曲を問
合せ先まで（先着順）
※演奏時間は申込数により調整。目安は20分程度
※鑑賞は申込不要

申込締切：2月16日（月）

主催：明倫自治連合会・明倫ペトロフの会
問合せ： 明倫ペトロフの会（長谷川）

　FAX：075-221-4406 
　E-mail：info@meirin-news.com

制作支援事業

夕暮れ社 弱男ユニット 番外公演
『天才、返り咲き』
日時：	1月30日（金）19:10
	 31日（土）14:10／19:10
	 2月1日（日）13:10★／16:10
		  ★アフターイベントあり
会場：	元・立誠小学校 音楽室（中京区）

料金：	前売2,000円／当日2,500円
問合せ：夕暮れ社 弱男ユニット
　E-mail：yowaotoko_unit@yahoo.co.jp

シアターリミテ 第17回公演 『せんみつ』
日時：1月31日（土）13:00／17:00
	 2月1日（日）13:00／17:00
	 2日（月）19:30
会場：	BAR NEXT（中京区）　
料金：	3,000円（1ドリンクオーダー）

問合せ：シアターリミテ
　TEL：090-3615-3934（20:00－23:00）

京都の暑い夏/Dance Scape 2015　
『Point of Origin』
国際的に活躍できるダンサーの育成を目的とした

「京都の暑い夏／Dance Scape」プロジェクトに
てオーディション選考された５名のダンサーが作
曲、振付を行い制作した作品を発表。
日時：2月13日（金）19:00
	 14日（土）14:00／18:00
	 15日（日）14:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）

料金：	前売一般2,000円／学生1,500円
	 当日一般2,500円／学生2,000円
問合せ：Dance & Environment
　TEL：070-6500-7242
　E-mail：info@hotsummerkyoto.com

セレノグラフィカ ダンス公演
『さあ出かけよう！ ダンスという秘境へ』
日時：	公演 2月22日（日）開場14:30 開演15:00
	 ワークショップ 2月16日（月）－22日（日）

会場：	東松山市民文化センターホール（埼玉県
東松山市）

料金：一般1,500円／高校生以下1,000円
		  ※未就学児は入場無料
主催・問合せ：公益財団法人東松山文化まちづ

くり公社
　TEL：0493-24-6080

セレノグラフィカ ダンス公演
「踊って文化会館～身体と心に届くダンスを
どうぞ～」
日時：	公演 3月1日（日）開場13:30 開演14:00
	 ワークショップ 2月24日（火）－3月1日（日）

会場：	近江八幡市文化会館 大ホール（滋賀県近
江八幡市）　　　　

料金：一般前売1,000円／当日1,500円
	 高校生以下前売500円／当日1,000円
主催・問合せ：近江八幡市文化会館
　TEL：0748-33-8111（毎週火曜日、第2月曜日休館）

「PARASOPHIA: 京都国際現代芸術
祭2015」サポートスタッフ募集
会期中の運営業務を支えるサポートスタッ
フを募集します。芸術を学ぶ学生、アート
に興味がある方、とにかく芸術祭に関わっ
てみたい！という方、ぜひご応募ください。
活動期間：3月7日（土）－5月10日（日）
※事前研修、勉強会があります
対象：
・	18歳以上。国籍不問。日本語の会話能

力を有する方
・	研修にできるだけすべて参加できる方
・	英語等多言語のできる方歓迎

※活動は無償（報酬・交通費なし）。事務局の負担
により、ボランティア保険に加入

下記いずれかの募集説明会に参加してく
ださい
　日時：2月1日（日）11:00－12:30
　　　　2月26日（木）19:00－20:30
　会場：ミーティングルーム2
　WEB：www.paravol.jp

募集要項および応募用紙は、同センターに
て配布中。ウェブサイトからも応募可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の
上、京都芸術センターまで郵送、メール、
FAXにて送付または持参。

第324回 市民寄席 
日時：	3月1日（日）開場13:30 開演14:00
会場：	講堂
出演・演目：笑福亭飛梅「米揚げ笊」 

桂よね吉「蛸芝居」 
桂小春団治「断捨離ウォーズ」
笑福亭松枝「貧乏花見」

（出演順） 

料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：441-429）

第237回 市民狂言会
日時：	3月13日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	伊文字、薩摩守、樋の酒、八尾
出演：	茂山千五郎、七五三、あきら ほか
料金：	前売2,500／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、京都観世会館、チ
ケットぴあ（Pコード：441-348）
※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン

ターにて取扱

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、サークル
Ｋサンクス）の専用端末などからご利用いただけます
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業
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私事ではあるが父が死に、母が遺族年金の手続きに追

われている。70歳になる前に死んでしまった父には老いて

いく時間が与えられず、母はおそらく長大な余生の時間を

伴侶なく過ごすことになってしまった。私は茫然とした。

その約一ヶ月後、この作品の字幕で放たれた「わたし自

身になっていく」という言葉に、私はまたも茫然としている。

人間は、老後という期間を通して完成に向かうのだと……

そのイメージがあまりにも美し過ぎたのだ。

白神ももこときたまりが見せた身体の軽さに、まずは驚

いていた。老いへの恐怖感などは殊更には強調されてお

らず、ただし、時間の経過による肉体的な変化は繰り返し

演じられた。老化とともに出来る事が出来ない事になって

いくその変容を、高齢者体験キットを使って見せる。けれ

ども彼女たちの身体はあくまで軽やかだった。懐かしい青

春時代のポップスも歌い、踊る。かように愛嬌のある老人

像が、何故美しいと思えたのだろうか。

きっと、高齢者の理想の一つの形だからだろう、と思い

当たる。老いのもたらす自然の脱力に至った彼らは舞台

全体を照らす光の中に軽く立ち、そよ風に吹かれる。作品

後半の見せ場だ。その神 し々いこと。それまでの人生を優

しく振り返り「わたし自身になっていく」侵されえぬ聖なる

時間は天に与えられたもので、それを守るのが社会の肝

KAC Performing Arts Program 2014 /
Contemporary Dance
きたまり×白神ももこ×筒井潤 『腹は膝までたれさがる』
2014年12月12日（金）－14日（日）

京都芸術センター（京都市中京区）

一方、ホイッスラー展は、着物や団扇、磁器といった

日本の品々を描き込んだ1860年代の作品から、メインモ

チーフをクローズアップで描くなどの浮世絵の手法を取り

入れた作品までを網羅的に紹介した国内過去最大級の回

顧展である。芸術の価値は主題ではなく、ただ美しくある

ことと考えたホイッスラーにとって、日本は新たな表現の

着想源となった。それは後のノクターンシリーズに見られ

る幻想的な作風に結実をみる。

ジャポニスムの絵画というと、描かれた日本の品々に目

がいきがちだが、モネにしろ、ホイッスラーにしろ、日本

の影響は造形表現の応用という、一見それとすぐにわか

らない部分にその本質があった。そして、既存のものに

代わる新たな芸術表現を模索していた当時の西洋にとっ

て、日本は数ある選択肢の一つにすぎず、決して「唯一無

二の素晴らしい日本」が礼賛されたわけではなかったこと

も忘れてはならない。さらに、近年のジャポニスム研究は、

日本趣味の流行が実際は海外市場と日本の共犯関係の

上に成り立っていたことを明らかにしつつある。例えば、

欧米の女性の間で流行していたkimonoは、高島屋など

の日本側業者が欧米市場で受けるものへと改良を重ね、

戦略的に販売したものだった。近年の「日本のココがすご

い」も、表層的なブームで終わらせないために何を考える

べきか、両展はその示唆を与えてくれる。

グレゴリオ聖歌&真言宗声明　
2014年12月5日（金）

京都芸術劇場 春秋座（京都市左京区）

「癒し」か、それとも「生きる力」か。人の声が持つ不思議

な魅力について考えるならば、宗教音楽に触れてみると面

白い。世界中に様々な形で存在するが、多くは祈りの音楽

であり、声の音楽といっても過言ではない。

昨今、仏教の儀式で唱えられる声明が、本来の祈りの場

以外でも脚光を浴びている。そもそも声明にスポットが当て

に2列の台があり、約20人の僧が客席に向かって位置する。

同じ旋律を同時に大勢で唱えるが、噪音を多く含んだ地声

で、音程やフレーズにわずかなずれが生じる。それがむし

ろ「音の厚み」となっているのが声明の醍醐味で、豊かな響

きに魅了された。

第二部は、北イタリアのミラノに古くから伝わるラテ

ン語の聖歌（アンブロジオ聖歌）を中心に、朝の祈りの賛歌 

“Aeterne rerum conditor”（永遠の創造主よ）やクリスマスの

アレルヤ唱 “Hallelujah：Puer natus est nobis”（アレルヤ

‐幼子が私たちのために生まれた）など、クリスマスとその前後

の季節の聖歌10曲が歌われた。男性による単旋律合唱で、

濁りのない声色が大きく印象に残る。そして、指揮によって

メロディとリズムが一つにまとめられたフレーズは全く乱れ

がなく、「円やか」な響きは声明と対照的であった。

第三部のコラボステージは2曲が用意されており、それぞ

れの所有曲を同時に歌って声を重ねるという試みであった。

舞台の中央に聖歌隊、その周囲を取り囲むように僧が並ぶ。

リヴァ氏の指揮により、始めは交互に発せられていた両者

られたのは、昭和42年11月8日開催の「国立劇場開場記念

公演 第一回声明公演」である。音楽として鑑賞しようとする

初の試みで、音楽的価値に注目が集まった結果、現代音楽

の作曲家たちが作品に取り入れるほか、海外のステージで

声明が披露されるなど、大きな反響を呼んだ。それから半

世紀、いまも都心のカフェで声明ライブが行われたり、ジャ

ズとのコラボレーション、さらには「お経＋ダンスミュージッ

ク」を掲げた僧たちによるユニットが登場したりと、驚くほ

ど多様なスタイルが広まっている。

今回の公演は、声明を劇場で聴くだけでなく、ヨーロッ

パの教会で歌われてきたグレゴリオ聖歌との共演を実現さ

せた贅沢なプログラムであった。声明の出演は、福岡の真

言青年僧たちを中心に九州各地から結集した真言宗青教

連法親会。一方のグレゴリオ聖歌は、ミラノで最も古い文

化団体とされるミラノ大聖堂聖歌隊によるもので、大人約

20名と指揮者クラウディオ・リヴァ氏が来日した。

公演は三部構成で、第一部は真言宗声明の「庭讃」、「散

華」など全5曲が披露された。舞台中央には礼盤、その後ろ

の曲が合わさると、評者の客席周辺からは感嘆の声が洩れ

出ていた。そもそも言語も発声法も音楽構造も異なる。にも

かかわらず、反発しあうことなく融合した響きの広がりと奥

行きに、人の声の美しさを見せつけられたように思えた。

きたみ まちこ／大阪音楽大学他非常勤講師●音大生に声明を聴かせる
と、必ずといっていいほど講義後に数名の学生がショックを受けたとの感想
を述べにやって来る。「音楽」に対する先入観か、それとも僧に対する特別視
なのか。いつもユニークな問題を提起してくれる声明から目が離せません。

天に響き、地に満ちる声

伝統

北見真智子

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。
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図書室休室日：2月27日（金）

近頃、「日本のココがすごい」と外国人に語らせるテレ

ビ番組が多い。19世紀後半から20世紀にかけて欧米で

流行した日本趣味を指す「ジャポニスム」の展覧会が近年

頻繁に開催されていることも、こういった風潮と関係があ

るのかもしれない。今秋、岡崎公園でも、ボストンからやっ

てきた赤い着物の金髪女性（モネ「ラ・ジャポネーズ」）とイギ

リスからやってきた、日本の団扇や磁器に囲まれてたた

ずむ白いドレスの女性（ホイッスラー「小さなホワイト・ガール」）

が向かい合った。「秋、京都・岡崎公園を染める二つの

日
ジ ャ ポ ニ ス ム

本礼賛」というキャッチコピーがつけられ、さしずめ展覧

会版「日本のココがすごい」といった様相である。

ボストン美術館展は、日本趣味、女性、シティ・ライフ、

自然、風景という切り口で、日本のモチーフを真似て取り

入れるだけの段階から、浮世絵に独特の構図など、造形

表現の応用へと深化する過程を追った。ただ、日本と西

洋のそれぞれで同じモチーフや主題の作品を並べて展

示する構成はわかりやすいが、少々安易に過ぎる比較も

散見された。本展の目玉である「ラ・ジャポネーズ」は、先

立って行われた修復によって本来の冴え冴えとした青み

を取り戻し、当時の画壇で高い評価を受けたという着物

の質感をありありと伝えている。モネ自身がこの着物の

質感に魅了されて本作を描いたというが、後にこの作品

を「がらくた」といって嫌い、これ以外の作品に日本の品

物を直接描いたものはない。モネの日本への興味はそう

いった表層的なところにはなかったといえる。

サワシュ あきこ／大阪大学大学院文学研究科博士後期課程、日本学術
振興会特別研究員●ボストン美術館展では俳優の長谷川博己さん、ホ
イッスラー展ではイラストレーター、 作家、俳優とマルチに活躍するリ
リー・フランキーさんが、音声ガイドのナレーションを務めておられまし
た。著名人を起用するのは最近のトレンドなのでしょうか。どちらにせよ
素敵なプラスアルファでした。

ジャポニスム＝日本礼賛？！

うんざりするほど長い、
聖なる時間に寄せて

美術

演劇

『ボストン美術館 華麗なるジャポニスム展』
2014年9月30日（火）－11月30日（日）

京都市美術館（京都市左京区）

『ホイッスラー展』
2014年9月13日（土）－11月16日（日）

京都国立近代美術館（京都市左京区）

サワシュ晃子

高橋良明

要か、とまで思えてしまった。私は願う。母も、自然な感じ

でああなる、なってくれるのだろうか？

父の肺がんは進行が早く、全身に転移するでもなく、半

年も掛けずに父の気管を押さえ込んでしまった。圧倒的な

ラグビーの試合を見ているような気分だった。私は実際に

はラグビーの試合を見たことはないが、そんなスピード感

だった。老いていく時間が父には与えられなかった事を、

ただただ残念に思う。それ故に母が老いていく時間の到

来に期待しているのだろう。けれども、それは当事者では

ない者の勝手な期待であり逃避なのかもしれない。私は

珍しく悩んでいる。

アフタートークで筒井は「可愛らしい老人」というイメージ

を高齢者に押し付ける世間への懐疑を口にした。老人も人

間なのだ。キレイな老人などいないのだ。あの理想の光景

は作品に過ぎないと取っておくべきなのだ。けれど、だから

こそ固執してしまう。老いも死も、絵にして完結してしまえた

らどんなに楽だろう。父のベッドの横で、まるでルールを知

らないスポーツを観に来てしまった観客のように何も分か

らなかった自分は、ただ祈るだけで許されたのだから。

終演時、筒井潤も白神ももこもきたまりも、いつものは

にかんだ笑顔で拍手を浴びていた。あたたかい拍手だっ

たと思う。失われた時間への追悼は終わり、これからもし

ばらくは生きていく者達の幕が開く。この作品を見て自殺

する者はいないと思うが、老いと死について多少は悩んで

しまうだろう。 （12月13日観劇）

たかはし よしあき／インタビュアー●「京都の演劇人にインタビュー 頭
を下げれば大丈夫」というウェブサイトを製作しています。今年から新シ
リーズ「トパーズ」が始まります。 http://www.intvw.net/

撮影：草本利枝

クロード・モネ《ラ・ジャポネーズ
（着物をまとうカミーユ・モネ）》1876年
1951 Purchase Fund 56.147 
Photograph ©2014 Museum of 
Fine Arts, Boston.

巡回展『ボストン美術館 華麗なる
ジャポニスム展』は名古屋ボスト
ン美術館にて開催中（2015年5月10

日〔日〕まで）

撮影：濱屋純一
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［共催］映像芸術祭“MOVING 2015”
メトロポリス伴奏付上映会

KACアーティスト・イン・レジデンス・プログラム
インバル・オシュマンによるダンスワークショップ

［共催］映像芸術祭“MOVING 2015”
MOVING×Digital Choc

［共催］映像芸術祭“MOVING 2015”
映像の展覧会

［共催］木ノ下歌舞伎『黒塚』京都公演

［共催］紬の会

［共催］立川志らく独演会

［共催］鈴木陽子ドキュメンタリー・フィルム上映会
「音と染み：現在形の音楽」 ［共催］世界のインディペンデント・アニメーション2015 in 京都

［共催］京都こども能楽囃子教室

［共催］常磐津節保存会講習会

藝文京展（1/10－2/1）
素謡の会「世謡の春」 第4回《当麻》

明倫レコード倶楽部 【其ノ54】
「昭和初期のポップス・ラテンアメリカンリズム」

［明倫WS］Dance Scape(Dance & Environment) 「『所作』日本舞踊ワークショップ」

［明倫WS］はなもとゆか×マツキモエ 「はなもとゆか×マツキモエのふりふりダンス」

［明倫WS］MONO 「"MONO"のつくり方」

［明倫WS］てんこもり堂「シェイクスピアを旅する」

［明倫WS］ニットキャップシアター
「口承芸能としての『古事記』にアプローチするワークショップ」

［明倫WS］Monochrome Circus
「ボールジャグリング入門」［明倫WS］シアターリミテ「はじめての演劇体験」

［共催］カタルーニャ＝日本／映像と音楽の饗宴
『Los Pasos Doble』映画上映会

［共催］カタルーニャ＝日本／映像と音楽の饗宴
映像＝音楽／ライヴパフォーマンス・カレイドスコープ

月イチ☆古典芸能シリーズ
第20回 「古典と舞踏の身体論」

［共催］ペトロフ・ピアノコンサート 
～ペトロフ・ピアノを弾いてみよう！～

sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

sat
28



交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

今年度の最終回は、明倫レコード倶楽部が始
まった当初から企画・進行役を務めてきた亀

村正章氏を進行役に迎えて、昭和初期に世界的に大

流行したラテンアメリカのポップスの名盤を聴きます。
「南京豆売り」や「シボネー」など当時を代表するス
タンダードナンバーを、レコードの針がつむぐひとつ
ひとつの音で耳にすると、忘れていた懐かしい風景
や思い出が自然と浮かんでくるかもしれません。

それぞれの曲について、放送局で音楽番組を長年
手がけてきた亀村氏による丁寧な解説が入るので、
レコードや中南米音楽が初めての人や若者も楽しむ
ことができます。また、休み時間にはドリンクを片手
に打ち解けた雰囲気のなか講師やレコード仲間と談
笑できるのも、明倫レコード倶楽部の魅力のひとつ
です。寒さが増すこの季節、レコードや名曲、人 と々
の心温まる出会いの時間をお過ごしください。

ダンスに取り組む企画「Dance 4 All」を開催し、経験
豊かなダンサーおよび振付家をファシリテーターとし
て招き、子どもからシニアまでさまざまな世代の参加
者とともに、それぞれのバックグラウンド、個性を活か
したダンス作品を創り上げ、上演してきました。

昨年度にはその集大成ともいえる『コミュニティダン
ス・フェスティバル2013』を開催。公募で選ばれた全国

コミュニティダンスとは、年齢、性別、経験、障害
の有無を問わず、一般の人 と々ダンサー、ある

いは振付家が取り組む創造的な表現活動の総称で
す。コミュニティダンスは地域や教育、医療の現場で
取り入れられ、身体を使って表現する喜びを伝えな
がら、それらの活性化に役立ってきました。

京都芸術センターでは、2009 年度よりコミュニティ

各地の6つのコミュニティダンス・チームが京都に集結し
ました。京都で創り上げたコミュニティダンスの作品とと
もに、それら6作品の上演、シンポジウムや映画上映、ミ
ニトークなどを行いました。それぞれの地域で育んでき
たダンスが一堂に会し、交流の機会を得ることで、コミュ
ニティダンスの多様性を改めて知る機会となりました。

今年度は、さらなるステップアップを目指し、「コ
ミュニティ」の人々とダンスを繋ぎ作品を紡ぎだす

「ファシリテーター」を育成することに焦点をあてま
す。ファシリテーターはワークショップ等で、参加者
と共に歩みながら、それぞれの資質を引き出し、一
つの目標に向かってスムーズに全体の進行を促す役
割を果たします。普段ダンスに馴染みのない参加者
の多いコミュニティダンスの場合、彼らの表現や創
造力を促し、一つの作品にまとめあげる存在は欠か
せません。今回の「Dance 4 All」では、新たなファシ
リテーターとの出会いを求め、昨年秋に公募を行い
ました。審査によってファシリテーターとなったのは
次の5名、市川まや、巌良明、渋谷陽菜、鈴村英理
子、余越保子。ダンス・振付経験も異なる5名がこれ
までのキャリアを通じて培った独自の観点でコミュニ
ティダンスの可能性をどのように切り拓くか、目が離
せません。

今後の「Dance 4 ALL」は、3月に5名のファシリ
テーターや彼らの作品プランをお披露目する公開
ワークショップを開催し、その後、クリエーション期
間を経て、5月の上演へと向かいます。近日中に京都
芸術センターのウェブサイトにて5人のファシリテー
ターの各作品に出演する参加者の募集も開始します
ので、引き続き「Dance 4 ALL」にご注目ください。

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015
サポートスタッフ募集中

開幕まで1ヶ月に迫ったPARASOPHIA: 京都国際現代
芸術祭2015。出展作家が次 と々発表され、会期に向け
て注目も期待も高まっています。
主会場である京都市美術館、京都府京都文化博物館

に加え、鴨川、堀川団地、そして京都芸術センターも会
場のひとつとなっています。ここで展示を行うのはオラン
ダ出身のアーノウト・ミック（Aernout Mik）。アムステルダ
ムを拠点に活動するビデオインスタレーション作家です。
各国で大規模な個展を開催し、2007年のヴェネツィア・
ビエンナーレ（オランダ館代表）など、多くの国際展にも参
加しています。横浜トリエンナーレ2001、あいちトリエン
ナーレ2013にも出品しており、京都国立近代美術館で
2000年に開催された展覧会『STILL/MOVING』におい
て作品を発表。彼の映像はドキュメンタリーのように見え
ますが、実際には現実の社会問題などに基づいたシナ
リオを俳優が演じています。しかし、インスタレーション
では、観客の身体的空間と映像内の空間との融合が生
まれるため、演じられた映像の方が本物のドキュメンタ
リーよりもリアルな体験として観客に伝わります。京都芸
術センターの講堂という空間の中で、一体どのような作
品が発表されるのでしょうか。
京都芸術センターとPARASOPHIAの関わりはそれだけ

ではありません。京都芸術センター内にPARASOPHIAサ
ポートスタッフセンターを設置し、昨年9月より、芸術祭会期
中の運営業務を支えるサポートスタッフを募集しています。
会期が近づくにつれ、サポートスタッフの活動も多様化し
てきました。出展作家のリサーチにおける文献整備作業や、
作品の中で使用される映像の文字起こしなど、作家の作
品制作に関わる重要な部分のサポートも行っています。
サポートスタッフを対象とした研修会も本格的に始動

しました。展覧会場における来場者の案内・誘導を担当
するサポートスタッフ。様々なお客様への対応を想定し、
英語研修や車いす介助研修を行ってきました。ガイドツ
アーを担当するサポートスタッフを対象とした研修では、
ミュージアム・アクセス・ビューという、目の見えない人、
見えにくい人とともに、気軽にアートを楽しむ活動を行う
団体の協力のもと、「ことば」を使った鑑賞ツアーを体験。
コミュニケーションとしての鑑賞を通して、より積極的に
美術作品に関わり、「見え方」「感じ方」の違いを発見し共
有するものです。作品を「説明」しながら、感想を「ことば」
にして共有しながらの美術鑑賞は、普段のそれとは全く
異なる体験です。このような体験型研修やミーティングを
通して、どのようなガイドツアーが立ち上がっていくので
しょうか。サポートスタッフの活躍にも乞うご期待です。
サポートスタッフは今後も引き続き募集していきます。気

になった方はぜひ募集説明会へご参加ください。詳しい
日時はP2をご覧ください。

昨年みた「京都で創るコミュニティダンス作品『ハイウェイ』」。圧倒
的な迫力に感動した記憶が今も生 し々いです。今回初の試みとし
てファシリテーターの公募からスタートすることで、作品が芽吹き、
輝く瞬間により密接に関れるのではないかとわくわくしています。
新たなファシリテーターと共に歩むDance 4 Allのこれからにご期
待ください。 芝田江梨（アート・コーディネーター）

明倫レコード倶楽部では毎回、どこかで聴いたけど思い出せない
懐かしい名曲に再会できて、心がときめきます。昭和初期に建て
られた講堂で、会場の空気を振るわすようなレコード独特の響き
を味わえる貴重な機会です。 西尾咲子（アート・コーディネーター）

12年にわたり開催されてきた明倫レコード倶楽部で
は、レコード研究家の亀村正章氏と、昨年度から加
わった作家のいしいしんじ氏を進行役に迎えて、二人
の貴重なレコード・コレクションの中から、テーマに
沿った名曲をお届けしています。

TO P I C  03

TO P I C  02

明倫レコード倶楽部【其ノ54】
「昭和初期のポップス・ラテンアメリカンリズム」
日時： 2月1日（日）14:00－16:00
会場： 講堂
講師： 亀村正章
曲目：「南京豆売り」「シボネー」ほか
料金：500円（ドリンク付）
定員：100名（要事前申込／先着順）
※イベント情報（P2）もご覧ください

明倫レコード倶楽部

Dance 4 All 2014

ラテンアメリカの
懐かしいポップスを聴く

京都で創るコミュニティダンス、
新たな展開のはじまり

亀村正章 （かめむら まさあき）
京都放送株式会社（現KBS京都）で、クラシック音楽を中心としたラ
ジオ・テレビ音楽番組を企画制作。退職後、大学講師、京都コン
サートホールのプロデューサーとしても活躍。

PROFILE

PARASOPHIAサポートスタッフウェブサイト
www.paravol.jp

ミュージアム・アクセス・ビューによる研修会

Dance 4 All 2013 京都で創るコミュニティダンス作品『ハイウェイ』　撮影：草本利枝

各曲の解説をする亀村正章氏

休憩中に観客と談笑するいしい氏
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